
算
数
・
数
学
分
野
に
は
、
代
数
学
、

幾
何
学
、
解
析
学
、
離
散
数
学
、
数
学

教
育
学
の
ゼ
ミ
が
あ
り
ま
す
。
二
宮
ゼ

ミ
は
、
数
学
教
育
学
を
専
門
と
し
、
算

数
・
数
学
教
育
の
理
論
・
実
践
に
つ
い

て
、
各
自
の
研
究
テ
ー
マ
を
も
と
に
二

宮
先
生
か
ら
熱
心
か
つ
親
身
な
ご
指
導

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

二
宮
ゼ
ミ
で
は
、
学
部
生
に
加
え
、

院
生
や
現
職
の
先
生
方
と
と
も
に
、
自

主
ゼ
ミ
と
本
ゼ
ミ
の
週
二
回
活
動
し
て

い
ま
す
。
自
主
ゼ
ミ
で
は
学
生
・
現
職

教
員
の
み
で
、
ゼ
ミ
で
の
発
表
レ
ジ
ュ

メ
の
検
討
や
、
数
学
教
育
に
関
す
る
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
教
材
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。
本
ゼ
ミ
で
は
各
自
の
研
究

成
果
を
発
表
し
、
二
宮
先
生
か
ら
ご
指

導
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
卒
論
、
修
論

の
作
成
に
向
け
て
日
々
研
究
を
進
め
て

い
ま
す
。
学
年
を
超
え
た
縦
の
つ
な
が

り
が
あ
る
こ
と
は
、
二
宮
ゼ
ミ
の
大
き

な
魅
力
で
す
。

ま
た
、
二
宮
先
生
が
ご
指
導
さ
れ
る

授
業
研
究
会
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
学

生
の
う
ち
か
ら
現
職
の
先
生
方
の
授
業

を
数
多
く
参
観
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

加
え
て
、
教
育
実
習
や
実
地
研
究
で
の

研
究
授
業
の
ご
指
導
も
い
た
だ
き
、
理

論
だ
け
で
は
な
く
実
践
の
部
分
で
も
学

び
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
、
教

員
志
望
の
学
生
に
と
っ
て
大
変
有
意
義

で
す
。

大
学
院
生
の
多
く
は
、
各
自
の
研
究

の
成
果
を
学
会
で
発
表
す
る
こ
と
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
全
国
か
ら
集
ま

る
多
く
の
参
加
者
の
前
で
発
表
を
す
る

の
は
非
常
に
緊
張
す
る
も
の
で
、
大
学

院
二
年
生
に
な
っ
た
今
も
、
そ
の
緊
張

感
に
は
慣
れ
る
気
が
し
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
他
大
学
の
先
生
方
か
ら
ご
意
見
を

い
た
だ
け
る
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
に
も
二
宮
ゼ
ミ
で
は
、
季
節

毎
の
懇
親
会
で
ゼ
ミ
生
の
交
流
を
深
め
、

年
末
の
「
新
算
数
教
育
研
究
会
湯
河
原

セ
ミ
ナ
ー
」
は

様
々
な
学
び
を

得
る
と
と
も
に
、

忘
年
会
を
存
分

に
楽
し
め
る
二

宮
ゼ
ミ
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に

二
宮
ゼ
ミ
で
の

日
々
は
、教
員
を

志
す
ゼ
ミ
生
を

大
き
く
成
長
さ

せ
て
く
れ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
三
橋
ゼ
ミ
は
、
四
年
生
五
名
、

三
年
生
五
名
の
計
十
名
か
ら
構
成
さ
れ
、

主
に
心
理
学
を
専
門
的
か
つ
実
践
的
に

学
ん
で
い
ま
す
。
ゼ
ミ
生
同
士
の
距
離

が
近
く
、
学
年
の
垣
根
を
越
え
て
協
力

し
合
え
る
雰
囲
気
が
魅
力
で
す
。
三
橋

先
生
の
温
か
く
丁
寧
な
ご
指
導
の
も
と

で
、
互
い
に
刺
激
し
合
い
な
が
ら
心
理

学
や
教
育
へ
の
探
求
心
を
育
て
て
い
ま

す
。本

ゼ
ミ
の
大
き
な
特
徴
は
、
卒
業
研

究
に
お
い
て
、
全
員
が
実
際
の
デ
ー
タ

収
集
か
ら
分
析
ま
で
を
行
う
点
に
あ
り

ま
す
。
他
の
ゼ
ミ
で
は
文
献
研
究
が
中

心
と
な
る
場
合
が
多
い
中
、
私
た
ち
の

ゼ
ミ
で
は
、
大
学
生
や
知
的
障
害
児
の

方
々
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や

様
々
な
検
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を

基
に
分
析
・
考
察
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
実
際
の
現
場
で

デ
ー
タ
を
取
る
こ
と
は
決
し

て
容
易
で
は
な
く
、
思
う
よ

う
な
結
果
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
り
、
調
査
先
ま
で
の
移
動

や
準
備
に
多
く
の
時
間
を
費

や
し
た
り
と
、
壁
に
ぶ
つ
か

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
時
は
ゼ
ミ
生
同

士
で
助
け
合
い
、
三
橋
先
生
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
一
つ
ず
つ

乗
り
越
え
て
い
き
ま
す
。
実
践
を
通
し

た
学
び
が
深
ま
る
ほ
ど
、
教
育
現
場
の

奥
深
さ
や
複
雑
さ
を
実
感
し
、
研
究
の

意
義
を
強
く
感
じ
ま
す
。

ま
た
、
三
橋
ゼ
ミ
は
研
究
だ
け
で
な

く
、
ゼ
ミ
生
同
士
の
仲
の
良
さ
も
自
慢

で
す
。
打
ち
上
げ
や
ゼ
ミ
旅
行
な
ど
、

学
び
以
外
の
場
で
も
多
く
の
時
間
を
共

に
過
ご
し
、
苦
楽
を
分
か
ち
合
っ
て
き

ま
し
た
。
お
互
い
を
支
え
合
い
な
が
ら

研
究
を
進
め
て
き
た
経
験
は
強
い
絆
を

生
み
、
失
敗
を
恐
れ
ず
安
心
し
て
挑
戦

で
き
る
雰
囲
気
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。

三
橋
ゼ
ミ
で
の
調
査
や
共
同
作
業
、

仲
間
と
の
深
い
関
わ
り
を
通
し
て
、「
教

育
に
携
わ
る
こ
と
の
意
義
」
を
実
感
し
、

現
場
に
寄
り
添
う
姿
勢
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
得
た
学

び
と
経
験
を
、
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
の

教
育
現
場
で
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ　

ゼ
ミ
紹
介

専
門
性
の
高
い
教
員
を
目
指
し
て

自
然
科
学
専
修 
算
数
・
数
学
分
野 

二
宮
裕
之
研
究
室

四
年
　
門
叶
　
翔
汰

教
職
大
学
院
二
年
　
宮
武
　
昌
杜

ゼ
ミ
の
絆
は
ピ
カ
イ
チ

特
別
支
援
教
育
コ
ー
ス 

三
橋
翔
太
研
究
室

四
年
　
佐
々
木
　
皐
太
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